
１ 事業の目的

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

２ 事業内容

４ 目標達成状況
指標 単位 当初目標 実績値 備考

救助資機材
配備率

％ ７０％ ８０％

訓練参加者 人数 ２３０名 ２４４名

総合訓練 回数 １回 １回

３ 事業成果

５ その他参考情報

自治体名消防団災害対応能力向上事業 広島県江田島市 江田島市消防団

常備消防と統一した資器材（油圧コンビツール）を導
入し、消防署と毎月実施している合同訓練で実践的
な訓練を行う。また、新基準の活動服を導入すること
により、個人装備の高機能化を図り災害現場での消
防団員の安全性の向上を図る。

今後発生する恐れのある大規模災害に備え、常備
消防と統一した救助資機材（油圧コンビツール）を各
分団に導入し、共通認識を持った実践的な訓練を実
施し、消防団災害対応能力の向上に繋げていく。また、
未だ導入できていない高視認性活動服を救助班へ導
入し、個人装備の高機能化及び安全性の向上を図る。

本事業を通じて、今後発生が想定される大規模
災害に備え、救助資機材の配備率向上と消防団
員の訓練への参加意識を高めることができた。ま
た、高視認性活動服の配備により消防団員の安
全性が向上し、災害対応体制の強化に繋げること
ができた。今後も消防署との合同月例訓練を継続
的に実施し、連携を一層強化するとともに、地域特
性を踏まえた訓練内容の充実を図りながら、大規
模災害への備えを進めていく。
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